
「12 年前の福岡西

方沖地震、昨年 4月

の熊本地震。佐賀に

も、佐賀平野北縁断

層帯という活断層が

あります。ここ佐賀

の地に起こらないと

いう保証はどこにも

ありません。」 

（森氏談） 

イベント報告 

昨年末初めて被災地を訪ねた折、5年たった被災地の状況に衝撃を受けた。「まだ終わ

ってなどいない」という現実。そして、被災地と災害時に命をつなぐには、人と人とのつ

ながりが不可欠であると実感し、このことを発信できたらと 3 月 11 日にフォーラムを

企画した。今回、被災地とつながっている 4 人のパネラーとコーディネーターにご参加

いただき、身近に被災地の現実を感じ、防災の備えや他人ごとではなく「ジブンゴト」と

してとらえてもらう機会になった。また、日頃からの地域でのつながりやコミュニケー

ションの大切さを再確認できたフォーラムになった。参加者からは「現地に赴いた方の

話に心が震えた」「もっと伝えていかなければ」「防災を改めて考える機会になった」「日

常の絆を大切にしたい」「来年もやってほしい」などのお声をいただき、皆で共有し、つ

ないでいくことの大切さをあらためて感じた。           エコプラザ 桑原 
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キヲクをツナグ～東北・熊本・ジブンゴト～ 
3月 11日フォーラム“命をツナグ、人をツナグ” 

 

自
治
会
で
各
団
体
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
予
定
表
を
作
り
、
携

わ
る
人
を
見
え
る
化
す
る
と
と
も
に
、
消
防
・
防
災
の
部
門

で
は
自
主
防
災
組
織
を
作
り
災
害
時
の
任
務
を
班
ご
と
に

決
め
て
い
る
。
結
果
、
地
域
で
の
つ
な
が
り
が
強
ま
っ
て
き

て
い
る
気
が
す
る
（
甲
本
氏
談
） 

震災時の被災地への配慮 

①むやみやたらに電話、メールをいれない。本当に大切

な連絡がつかなくなる。 

②物資を送るのは 3 日から 1 週間。その後は 100 円

でも 50 円でもいいから義援金を送り続けてほしい。

必要なのはお金と人の力です。 

 

震災の備え 

①３日分の水を確保しておく 

②家族の集合場所を決めておく 

③防災グッズはすぐに出せる場所

に置いておく 

 

 

「もし 10 万円の余裕のお金があった

ら、ぜひとも現地を訪ねてほしい！神

様から贈り物をもらえます！」「自分が

助かることが人を助けることになる」

（吉田氏談）下段は吉田さんから参加

者へメッセージ 
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１
６
歳
の
感
性
が
会
場
全
体
を
包
み
込
ん
だ
。 


